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い
り
ま
し
た
。
島
根
大
学
と
の
遠
隔
診

療
の
シ
ス
テ
ム
も
導
入
し
、
島
内
に
い

な
が
ら
も
専
門
医
の
診
療
を
受
け
る
体

制
も
構
築
し
ま
し
た
。
ま
た
、
十
月
に

は
二
年
ぶ
り
に
病
院
祭
を
開
催
し
、
島

民
の
み
な
さ
ま
と
交
流
を
持
つ
機
会
が

あ
り
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
島
内
五
カ
所

の
町
立
診
療
所
の
一
元
化
で
、
島
民
の

皆
様
が
住
み
慣
れ
た
地
域
で
安
心
し
て

医
療
を
受
け
る
こ
と
の
出
来
る
よ
う
な

体
制
を
構
築
し
さ
ら
に
発
展
さ
せ
て
い

き
ま
す
。 

隠
岐
病
院
で
は
、
経
営
が
極
め
て
厳

し
い
状
況
で
は
あ
り
ま
す
が
、
島
民
の

命
と
健
康
を
第
一
に
考
え
、
島
内
で
持

続
可
能
な
医
療
提
供
体
制
が
維
持
で
き

る
よ
う
医
療
界
の
さ
ま
ざ
ま
な
動
き
に

柔
軟
に
対
応
し
て
い
き
ま
す
。
島
で
唯

一
の
二
次
医
療
機
関
と
し
て
の
役
割
を

果
た
し
て
い
く
と
と
も
に
、
「
隠
岐
広

域
連
合
立
隠
岐
病
院
経
営
強
化
プ
ラ

ン
」
を
現
状
に
即
し
て
随
時
見
直
し
な

が
ら
、
島
内
三
か
所
の
民
間
診
療
所
と

も
密
接
に
連
携
し
、
隠
岐
の
島
町
に
お

け
る
持
続
可
能
な
医
療
提
供
体
制
を
維

持
し
て
い
き
ま
す
。 

医
療
職
員
の
確
保
に
つ
い
て
は
、
こ

れ
ま
で
通
り
多
角
的
な
視
点
か
ら
、
島

根
県
や
隠
岐
の
島
町
と
も
協
力
し
て
、

職
員
の
確
保
に
継
続
的
に
努
め
て
参
り

ま
す
。 

こ
れ
か
ら
も
、
当
院
の
基
本
理
念
で

あ
る
「
こ
の
島
に
住
む
、
安
心
の
医

新
年
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
そ
れ
ぞ

れ
新
た
な
想
い
で
新
年
を
迎
え
ら
れ

た
こ
と
と
思
い
ま
す
。 

昨
年
は
、
大
阪
・
関
西
万
博
で
の
盛

り
上
が
り
や
、
日
本
人
二
人
の
ノ
ー

ベ
ル
賞
受
賞
、
大
リ
ー
グ
で
の
日
本

人
選
手
の
活
躍
な
ど
、
多
く
の
明
る

い
話
題
が
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
、
女

性
初
の
内
閣
総
理
大
臣
が
誕
生
し
、

い
ま
の
閉
塞
感
あ
る
社
会
に
大
き
な

変
革
を
も
た
ら
し
て
く
れ
る
こ
と
を

期
待
し
ま
す
。
一
方
で
、
夏
の
猛
暑

に
加
え
、
物
価
高
に
よ
る
家
計
へ
の

圧
迫
や
前
代
未
聞
の
ク
マ
に
よ
る
被

害
が
多
発
し
多
く
の
死
傷
者
が
出
ま

し
た
。
京
都
清
水
寺
で
は
昨
年
を
漢

字
一
文
字
で
表
す
と
「
熊
」
と
発
表

さ
れ
ま
し
た
。
野
生
動
物
に
と
っ
て

も
、
住
み
に
く
い
環
境
に
な
っ
て
き

療
」
の
実
践
を
継
続
し
て
い
き
ま

す
。
限
ら
れ
た
医
療
資
源
の
中
で

持
続
可
能
な
医
療
提
供
体
制
を
維

持
す
る
た
め
に
は
、
島
民
の
皆
様

の
ご
理
解
と
ご
協
力
が
必
要
と
な

り
ま
す
。
令
和
八
年
が
島
民
の
皆

さ
ま
が
安
心
し
て
過
ご
せ
る
希
望

の
年
と
な
る
こ
と
を
願
い
新
年
の

ご

挨

拶

と

さ

せ

て

い

た

だ

き

ま

す
。
今
年
も
職
員
一
同
努
力
し
て

参
り
ま
す
。
今
後
と
も
よ
ろ
し
く

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。 
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て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。 

世
界
に
目
を
向
け
る
と
、
先
の
見

え
な
い
ウ
ク
ラ
イ
ナ
で
の
戦
争
な
ど

各
地
で
の
紛
争
、
米
国
ト
ラ
ン
プ
大

統
領
の
関
税
に
よ
る
各
国
へ
の
威
圧

な
ど
、
多
く
の
不
透
明
な
国
際
情
勢

が
あ
り
ま
す
。 

医
療
界
で
は
、
病
院
の
経
営
悪
化

が
さ
ら
に
顕
著
に
な
り
、
日
本
の
医

療
全
体
に
大
き
な
影
響
を
与
え
て
い

ま
す
。
今
年
の
診
療
報
酬
改
定
が
適

切
に
行
わ
れ
る
こ
と
を
期
待
し
ま
す

が
、
今
後
も
少
子
高
齢
化
が
さ
ら
に

進
み
、
医
療
や
福
祉
に
も
多
大
な
影

響
が
出
る
と
予
想
さ
れ
ま
す
。 

隠
岐
病
院
で
の
出
来

事
と
し
て

は
、
コ
ロ
ナ
禍
で
休
床
と
し
て
い
た

十
三
床
の
運
用
を
再
開
し
一
一
五
床

に
戻
す
こ
と
で
、
島
民
の
皆
様
へ
の

医
療
提
供
を
さ
ら
に
充
実
さ
せ
て
ま

年
頭
に
あ
た
り 

隠
岐
病
院
院
長 

徳
家 

敦
夫 

回覧 

院
内
ト
リ
ア
ー
ジ
と
は
… 

救
急
来
院
し
た
時
点
で
患
者
さ

ま

の

状

態

を

評

価

し

、

緊

急

度
・
重
症
度
に
応
じ
て
診
療
の

優
先
順
位
を
決
定
す
る
こ
と
で

す
。 
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体調に異変を感じられたら、症状が悪化する前に 
まずはお近くの開業医や診療所を受診してください。  

※日曜・祝日でも隠岐の島町では高梨医院、半田内科クリニック、宇野内科医院、 

３つの医院が当番を決めて救急患者の対応をしています。 

（詳しくは隠岐広域連合のホームページをご覧ください。）  

※救急車を呼ぶべきか判断に迷った場合には、 
 すぐに隠岐病院（℡08512-2-1356） までご連絡・ご相談ください。  

一緒に働きませんか？ 

正規職員募集 

【募集職種】 

助産師・保健師・看護師 

臨床検査技師・臨床工学技士  

【問い合わせ】 

〒685-0104 

隠岐郡隠岐の島町都万 2016 番地 

隠岐広域連合事務局  総務課 担当：杉浦 

 TEL ０８５１２－６－９１５０ 

一緒に働きませんか？ 

会計年度任用職員募集 

【募集職種】 

助産師・保健師・看護師・臨床検査技師 

薬剤師・歯科衛生士  

【問い合わせ】 

〒685-0016 

隠岐郡隠岐の島町城北町 355 

隠岐病院  総務課 担当：原 

 TEL ０８５１２－２－1356 

からのお願い 
 

隠岐病院の救急外来では、緊急性の低い軽症の方の受診が高止まりしており、重症の方

の受け入れに支障をきたすことがあります。隠岐病院は、島で唯一の二次救急医療機関 

として、入院や手術などが必要な重症の患者さまの診療を行っており、命の危機にある 

救急医療を本当に必要としている方のためにも救急外来の適正受診をお願いします。  

 

こんな救急外来の受診はお控えください 

・午前中は混んでいて嫌だから午後の救急外来を受診しよう 

・何日も前から鼻水が出ているから救急外来で薬をもらおう 

・風邪気味だけど日中は仕事だから夜間に救急外来を受診しよう 

 

こんな場合はすぐに救急外来を受診してください 

・突然始まった吐き気を伴う急激な頭痛（バットで殴られたような頭痛） 

・ 冷や汗（油汗）を伴う腹痛、背部痛、胸痛 

（数日前から胸の締め付けや不快感息苦しさを繰り返して感じている場合は特に危険）  

・意識がもうろうとする、突然意識がなくなる、血を吐いた、 

お尻から大量の血が出た、手足が動かない（左右どちらでも）など 

お子様の受診で迷った場合 

お子さまの急な病気やケガで救急車を呼ぶべきか、すぐに救

急外来を受診した方が良いかと判断に迷った場合は下記の救急

相談ダイヤルをご利用ください。小児科専門の医療スタッフか

ら、 いつでも電話でアドバイスを受けることが出来ます。  

子ども救急電話相談♯８０００ （24時間年中無休）  

（対象：15歳未満の子供）  

 


